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OVERALL EQUIPMENT EFFECTIVENESS ANALYTICS

OEE(設備総合効率)解析
このような状況はございませんか？

OEE(Overall Equipment Effectiveness)とは、
生産設備の稼働効率を示す指標で
可用性(停止要因)を示す時間稼働率
パフォーマンス(性能要因)を示す性能稼働率
品質(品質要因)を示す良品率の3つから
算出されます。

これらの指標から設備の向上の可能性が
どこにあるかを特定し、それを改善して
生産性を向上させていきます。

担当者が
稼働状況を
紙ベースで管理

• シーメンスのPLCがわからない
• 輸入機械でよくわからない
• 稼働率監視を行いたいが、どこに相談すべきか…

稼働率監視できていない

稼働率監視実施中だが、稼働率が向上できない

なぜ?

エラー発生

アイドル

稼働中
稼働率監視を実施

稼働率の推移

• 稼働率監視を実施しているが、稼働率向上ができていない
• チョコ停の原因も、回数、内容確認共にオペレーターへの

聞き取り頼り
• 監視システムは、導入コストが問題。

簡単、安価に導入できて、将来の拡張性があればいいが…

シーメンスのOEE解析なら、可用性、パフォーマンス、品質を同一のダッシュボードで表示し、
どこがボトルネックであるかをひと目で特定しながら稼働率監視を行うことにより、
設備の生産性向上に貢献します。

なぜ?

パフォーマンスの
損失

可用性の損失

負荷時間（計画上の生産時間）

実働時間（実際の生産時間）

理論的な生産可能数

実際の全生産数（正味稼働時間）

良品数（有効稼働時間）

計画外の停止時間
故障、段取り、工具交換等

品質の損失

時間

生産数

操業時間（理論上の生産時間：24時間/日 7日/週）

OEE = 良品率 x x性能稼働率 時間稼働率

不良、手直し

チョコ停、速度低下

計画停止時間

良品数

全生産数

全生産数

理論的な生産可能数
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OEE(設備総合効率)解析－
可能性特定のための
3ステップ

Connectivity

コネクティビティの段階において、
私たちは関連するKPIと装置のデータの
収集をサポートします。MindSphereや
Industrial Edgeの接続をお客様の環境に
応じて最適なコネクティビティを
提案・提供します。

コネクティビティはお客様の上位の
システムへに迅速かつ安全に転送され
ます。

Transparency

分析はデータとOEEを含めたお客様の
KPIを算出して、一定期間の装置
もしくはラインのパフォーマンス、
可用性、品質などが適切なダッシュ
ボードで可視化されます。これにより、
製造現場レベルで機械、ライン及び
プラントを監視および比較する更なる
可能性が得られます。

資産を監視し、通知を担当者に直接
送信することで、対応時間とダウン
タイムを確実に短縮できます。

Analytics

分析は、様々なアプローチを使用して
データを分析し、装置の生産を最大化
するための、ボトルネックを特定し、
生産と全体的な設備効率を改善する
ための推奨事項を提供するなどの対策
を定義します。
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